
日本経済の再生や震災復興・防災、地域活性化などの課題解決

に向け、 G空間情報(地理空間情報)と 1C T (情報通信技術)

を一層連携させ、 G空間情報を高度に利活用できる社会の実現を

目指す動きが鮮明になってきている。総務省が iG空間 xICT

推進会議J(座長・柴崎亮介東大空間情報学糾研究センター教授)

を設け、じ>新産業・サービスの創出じ〉防災・地域活性他一ーの2

つを狙いに、実証プロジェクト実施の議論を進めている。建設産

業界の中では測量業界が先行しているが、防災・減災と地域活性

イじの観点からは、地域の建設企業が担う役割が今後大きくなるこ

とから、ビジネスチャンスにもつながる可能性が大きい。

総務省の推進会議

町要概の議会進推T
E
 

F
U
 

推
進
会
議
は
こ
れ
ま
で
2
回

開

ド

催
。
新
藤
義
孝
総
務
相
は
会
議
の
宮

中
で
「
G
空
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

G

I
C
T
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で

相
乗
効
果
が
生
み
出
せ
る
よ
う
、

実
用
化
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
絞
り
込
ん
で
、
(
予
算
な
ど
を
)

集
中
投
資
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

会
議
で
は
、
新
産
業
・
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
に
向
け
た
「
G
空
間
×

I
C
T
」
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
G

空
間
情
報
を
活
用
し
た
I
C
Tビ

ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム

の
海
外
展
開
、
行
政
の
効
率
化
・

高
度
化
、

G
空
間
情
報
を
使
っ
た

防
災
・
減
災
と
地
域
活
性
化
を
検

防
災
・
減
災
、
地
域
活
性
化
を
検
討

.G空聞社会の実現について、これまでの政府の取り組みを基盤としつつ、急速に発展するICTをかけあわせることにより、加速

'G空間情報を活用した新たなサービスや防災・地域活性化などに関するfG空間xlCTJ実証プロジェクトを推進

C 
T
と
連
携
し
高
度
利
活
用

討
し
て
い
る
。

G
空
間
と
I
C
Tを
掛
け
合
わ

せ
た
将
来
の
利
活
用
イ
メ
ー
ジ

は
、
企
業
や
大
学
、
自
治
体
な
ど

が
既
に
提
案
済
み
だ
。
具
体
的
に

は
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
開
発
協
会

の
海
洋
観
光
と
環
境
保
全
支
援
に

向
け
た
海
洋
地
理
空
間
情
報
可
視

化
、
日
立
製
作
所
の
防
災
・
減
災

情
報
配
信
セ
ン
タ
ー
構
築
に
よ
る

避
難
支
援
と
現
場
作
業
支
援
、
慶

慮
義
塾
大
学
大
学
院
の
展
示
場
の

活
性
化
と
防
災
・
減
災
機
能
強
化
、

N
P
O法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ロ

キ
ウ
ム
の
I
C
Tを
活
用
し
た
革

新
的
な
耐
震
診
断
の
普
及
、
実
効

性
の
高
い
地
域
販
火
計
画
立
案
、

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
シ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
」
設
置
に
よ
る
国
土
強
靭
佑

と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
!
化
な
ど
が

あ
る
。建

設
関
係
で
は
、
パ
ス
コ
が
事

前
復
興
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し

た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
(
多
機
能

携
帯
電
話
)
と
V
l
L
O
W
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
放
送
(
デ
ジ
タ
ル
ラ

ジ
オ
)
に
よ
る
防
災
マ
イ
ク
ロ
メ

デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
。
構
造

計
画
研
究
所
は
、
防
災
担
当
者
に

よ
る
避
難
計
画
検
証
・
住
民
の
避

難
訓
練
・
発
災
時
の
危
機
管
理
、

国
際
航
業
が
防
災
情
報
発
信
、
地

域
見
守
り
支
援
な
ど
、

G
空
間
情

報
と
I
C
T
の
連
携
モ
デ
ル
事
業

を
提
案
し
て
い
る
。

会
議
で
は
、
委
員
か
ら
「
I
C

T
に
よ
る
G
空
間
情
報
の
利
活
用

高
度
化
に
向
け
、
オ
ー
プ
ン
デ
l

夕
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
位
置
情
報
に

よ
る
安
全
支
援
、
海
外
展
開
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
」
「
行
政
機
関
の

地
理
空
間
情
報
は
紙
が
多
い
。
民

オープンデータの取り組み強化を
間
で
二
次
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン

デ
i
タ
を
促
進
す
べ
き
」
な
ど
と
、

オ
ー
プ
ン
デ
l
タ
に
対
す
る
取
り

組
み
の
強
化
を
求
め
る
意
見
が
多

く
出
さ
れ
て
い
る
。

防
災
・
減
災
と
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
正
確
な
災
害
時
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
や
、
災
害
情
報

の
場
所
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
提

供
に
G
空
間
情
報
を
使
う
べ
き
と

の
意
見
が
あ
る
。
一
方
で
、
防
災

な
ど
発
信
者
が
異
な
る
場
合
の
情

報
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
に
、

公
開
す
る
情
報
の
項
目
や
デ
ー
タ

形
式
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く

こ
と
が
必
要
と
の
指
摘
も
あ
っ

た。
こ
の
ほ
か
、

3
次
元
地
図
の
整
‘

備
や
地
図
更
新
の
義
務
化
な
ど
G

I
S
(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
の

充
実
、

G
空
間
情
報
の
収
集
・
更

新
コ
ス
ト
負
担
の
あ
り
方
、
人
材

の
育
成
な
ど
が
、

G
空
間
社
会
実

現
へ
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。総

務
省
は
、
推
進
会
議
の
下
に

新
産
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
と
防

災
・
地
域
活
性
化
の
2
つ
の
専
門

家
検
討
会
合
を
設
置
。
叩
日
に
新

産
業
・
サ
ー
ビ
ス
、
ロ
日
に
防
災

・
地
域
活
性
他
の
初
会
合
を
聞
い

た。「
2
、
3
回
開
催
し
て
会
議
で

出
さ
れ
た
意
見
や
課
題
に
対
し
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
検

討
す
る
」
(
情
報
通
信
国
際
戦
略

局
)
と
い
う
。

推
進
会
議
は
、

5
月
末
を
め
ど

に
「
G
空
間
×

I
C
T」
社
会
実

現
に
向
け
た
方
策
を
報
告
書
に
ま

と
め
る
。
報
告
書
の
内
容
は
、
政

府
が
6
月
に
策
定
す
る
成
長
戦
略

や
2
0
1
4年
度
予
算
の
概
算
要

求
に
反
映
さ
せ
る
。
現
時
点
で
具

体
的
方
策
は
固
ま
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
防
災
・
減
災
・
地
域
活
性

化
で
、
地
域
建
設
企
業
が
か
か
わ

る
こ
と
が
で
き
る
方
策
も
示
さ
れ

る
と
み
ら
れ
る
。

3.毎 日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
6.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読 売
7.産経
10.中部経済
@建設通信
16.建設工業
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